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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

令
和
５
年
度
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡

市
（
一
般
社
団
法
人
静
岡
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
）
の
第
13
回
定
時
総

会
が
、
令
和
５
年
４
月
28
日
（
金
）、

は
ー
と
ぴ
あ
清
水
多
目
的
ホ
ー
ル
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
は
、

（
１
）
遠
藤
日
出
夫
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

静
岡
市
会
長
の
開
会
挨
拶
に
引
き
続

き
、（
２
）
来
賓
祝
辞
を
次
の
お
二

人
か
ら
い
た
だ
き
ま

し
た
。
井
上
恒
彌
市

議
会
議
長
、
吉
永
幸

生
市
保
健
福
祉
長
寿

局
長
、（
３
）
遠
藤

会
長
が
議
長
に
就
任
、

（
４
）
議
事
開
始
と

進
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
時
総
会
に

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、

第
１
号
議
案
令
和
４

年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
、
第
２
号

議
案
令
和
５
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予

算
、
第
３
号
議
案
役

員
の
選
任
の
３
議
案

で
す
。
内
田
事
務
局

長
か
ら
議
案
の
提
案
説
明
、
鈴
木
監

事
か
ら
監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

遠
藤
議
長
か
ら
議
案
の
承
認
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
提
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
４

年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
大
き
な
流
行
の
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
若
干
収
束
の
兆
し
も
見

え
て
き
ま
し
た
。
一
部
の
事
業
が
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
感
染
症
対
策

を
と
っ
た
う
え
で
多
く
の
事
業
が
ほ

ぼ
再
開
で
き
ま
し
た
。
令
和
５
年
度

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
５
類
感
染
症
に
変
更
さ
れ
る
な
ど

明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
新
し
い
生
活
様
式
の
順

守
な
ど
、
十
分
な
対
策
と
工
夫
を
重

ね
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
三
大

運
動
の
各
種
事
業
を
展
開
し
、
仲
間

づ
く
り
を
進
め
て
行
き
ま
す
。
会
員

の
皆
さ
ん
も
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
有

効
性
を
ま
わ
り
の
未
加
入
の
仲
間
に

積
極
的
に
声
か
け
し
て
伝
え
、「
１

ク
ラ
ブ
１
人
増
や
そ
う
」
を
目
標
に
、

会
員
増
強
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま

し
ょ
う
。
議

案
は
各
単
位

シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
あ
て
に
配

布
い
た
し
ま

し
た
。

令
和
５
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
る

令
和
５
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
る
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

令 和 5 年 度  主 な 行 事 予 定令 和 5 年 度  主 な 行 事 予 定
　　　事業名 実施日 場所 予備日

定時総会 4 月 28 日（金） はーとぴあ清水

新任会長研修会 7 月 11 日（火） はーとぴあ清水

三区女性会員合同交流会 7 月 19 日（水） 中央福祉センター

輪投げ大会 8 月 25 日（金） 清水総合運動場体育館

グラウンド・ゴルフ大会 10 月 3 日（火） 中島浄化センター多目的広場 10 月 10 日（火）

シニアクラブ大会 10 月 6 日（金） 市民文化会館

会員交流ウォーキング 11 月 24 日（金） 岡崎市（愛知県）

ペタンク大会 12 月 1 日（金） 松富スポーツ広場 12 月 8 日（金）

市老連

　　　事業名 実施日 場所 予備日
グラウンド・ゴルフ大会 5 月 24 日（水） 松富スポーツ広場

輪投げ大会 6 月 23 日（金） 中央体育館

ペタンク大会 9 月 15 日（金） 松富スポーツ広場 ９月 22 日（金）

スポーツ大会 10 月 27 日（金） 中央体育館

葵区・駿河区合同作品展 11 月 15 日（水）〜 19 日（日） 市民ギャラリー
葵区・駿河区合同芸能発表会＆
リフォームファッションショー

令和 6 年 1 月 30 日（火） 市民文化会館

葵　区

　　　事業名 実施日 場所 予備日
グラウンド・ゴルフ大会 5月26日（金） 中島浄化センター多目的広場

輪投げ大会 6月22日（木） 中央体育館

ペタンク大会 9月12日（火） 中島浄化センター多目的広場 9 月 19 日（火）

スポーツ大会 10月19日（木） 中央体育館

葵区・駿河区合同作品展 11月15日（水）〜19日（日） 市民ギャラリー

葵区・駿河区合同芸能発表会＆
リフォームファッションショー

令和6年1月30日（火） 市民文化会館

駿河区

　　　事業名 実施日 場所 予備日
クロッケー大会 5月26日（金） 清水庵原球場第 2 球場

輪投げ大会 6月27日（火） 清水総合運動場体育館

ボウリング大会 7月6日（木） 狐ヶ崎ヤングランドボウル

グラウンド・ゴルフ大会
7月14日（金） 清水庵原球場第 2 球場

秋葉山公園グラウンド 7 月 21 日（金）

リフォームファッションショー
ふれあいコンサート

8月27日（日） はーとぴあ清水

ペタンク大会 9月22日（金） 清水庵原球場第 2 球場 9 月 27 日（水）

福祉のまつり 9月24日（日） 清水マリンパーク

三保松原清掃 10月13日（金） 三保松原

スポーツ大会 10月19日（木） 清水庵原球場第 2 球場 10 月 26 日（木）

清水福祉総合文化祭作品展 11月10日（金）〜13日（月） はーとぴあ清水

芸能発表会 1月10日（水） 清水文化会館マリナート

清水区
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

令 和 4 年 度 活 動 報 告 　令 和 4 年 度 活 動 報 告 　

　練習も思うようにできない状況の中、28 組の参加者の
皆さんが熱い思いでステージで演目を披露。その思いが伝
わり観客席からは拍手喝采、掛け声も上がり大いに盛り上
がりました。
　色鮮やかな衣装、純白のシャツ……久しぶりに観る晴れ
舞台は夢心地。裏方役の実行委員の方々も、舞台作りやテ
ープセットと大忙し。
　出演者・観客・裏方、三者が
一丸となり楽しく大成功の発表
会でした。（西ヶ谷　光男）

熱い思いが伝わり大喝采！熱い思いが伝わり大喝采！

　今大会は昨年、一昨年と新型コロナウイルス感染症の影響で開催
できず3年振りに開催となりました。
　参加選手は葵・駿河・清水の3区から選抜された203名。男女別の個
人戦でスコアを競いました。
　試合会場はA〜Dコートまで10ホールずつ40ホールが設置され、
選手は2ラウンド・20ホールを廻ります。
　選手は強風と寒さの中、一打一打に集中した熱戦が展開されました。

（水上　康行）

ダブル山田が優勝獲得！ダブル山田が優勝獲得！男性の部・山田　益男さん男性の部・山田　益男さん
女性の部・山田三重子さん女性の部・山田三重子さん

開催日・令和４年 12 月 14 日（水）開催日・令和４年 12 月 14 日（水）
会　場・清水庵原球場　第２球場会　場・清水庵原球場　第２球場

開催日・令和 5 年 1 月 18 日（水）開催日・令和 5 年 1 月 18 日（水）
会　場・清水区文化会館マリナート会　場・清水区文化会館マリナート

第14回 シニアクラブ静岡市第14回 シニアクラブ静岡市

グラウンド・ゴルフ大会グラウンド・ゴルフ大会

清水区芸能発表会清水区芸能発表会

女性の部

順 位 区 学地区 氏名 スコア

優　勝 清水 袖師 山田三重子 42

準優勝 駿河 中島 有賀安佐子 43

第 3 位 葵 中藁科 田村千佐子 44

男性の部

順 位 区 学地区 氏名 スコア

優　勝 清水 三保 山田　益男 40

準優勝 駿河 川原 浅井　　稔 42

第 3 位 葵 麻機 周防　　勲 43

大会結果大会結果
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

令 和 4 年 度 活 動 報 告 　令 和 4 年 度 活 動 報 告 　

　令和５年1月 31日（火）午後1時 30分市民文化会館で開演。
リフォームファッションショーでは 8作品。注目されたのは
『サルエルパンツ』デザイン性に優れ活動的で、かつての日
本陸軍将校ズボンと同形状ですが今日はそれを更にアレンジ
したもののようでした。芸能部門では『琴の演奏』。正月と
云えば名作「春の海」ですが今日はポピュラーな「春のうた」
と「浜千鳥」でした。琴の音の絶妙さと情緒豊かな余韻に浸り、
その他踊り、コーラス、歌謡と賑やかな演目で新春らしく華
やかな調べに心行く気分でした。（八木　春馬）

葵区芸能発表会&葵区芸能発表会&
リフォームファッションショーの開催リフォームファッションショーの開催

駿河区芸能発表会&駿河区芸能発表会&
リフォームファッションショーの開催リフォームファッションショーの開催

上：雅な琴の演奏

右：リフォームファッションショー
　　でサルエルパンツを披露

久しぶりの舞台熱演久しぶりの舞台熱演

　令和５年 1 月 31 日（火）午前 9 時 30 分から市民文化会
館で令和４年度駿河区芸能発表会 &リフォームファッション
ショーが開催されました。
　令和元年度以来３年ぶりの開催です。演目にはまだ制限も
ありましたが、出演したみなさんは発表出来る喜びにあふれ
ていました。演芸の部・10 組とリフォームファッショ
ンショーの部・8組の出演がありどの組も熱演でし
た。午前中の短い時間ではありましたが、久し
ぶりの発表会をみんなで楽しむことができまし
た。（戸塚　享）

（5）第 37 号 市 老 連 だ よ り 令和 5 年 7 月発行



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

活 動 報 告 《 葵 区 》　活 動 報 告 《 葵 区 》　

　初夏の青空の下、葵区シニアクラブ連合会主催、第 10 回グラ
ウンド・ゴルフ大会が盛大に開催されました。コロナ禍も収束し、
全員元気ハツラツのプレーが展開されました。ホールインワン達
成でしょうか、黄色い歓声と拍手の音が聞こえました。
　なお、今回の成績上位者（男性32名、女性32名）は10月3日（火）
に行われる静岡市の大会へ出場します。

（文：杉浦　俊男／写真：松原　三郎）

　コロナ禍も落ちつき、喜びに満ちた人々が一堂に会して、第 18
回葵区輪投げ大会が開催されました。高得点をあげた得意げな顔、
失敗して悔しげな顔、勝利したチームの歓声が渦巻く中、大会は無
事終了することができました。なお上位 16チームは 8月 25日（金）
の静岡市大会へ出場します。（文：杉浦　俊男／写真：松原　三郎）

青空の下、グラウンド・ゴルフに熱中青空の下、グラウンド・ゴルフに熱中

熱気満々、輪投げに夢中熱気満々、輪投げに夢中

女性の部

順　位 学地区 クラブ名 氏　名 スコア

優　勝 玉　川 寿恵広会 白鳥　清治 53

準優勝 美　和 足久保生き生きクラブ 浅井　輝雄 54

第３位 西　奈 草の実会 岩﨑　誠夫 55

順　位 学地区 クラブ名 氏　名 スコア

優　勝 西　奈 草の実会 市川　朝子 56

準優勝 安　東 さわやかクラブ 柴田カヨ子 58

第３位 麻　機 猿田川クラブ 羽田　とみ 61

大
会
結
果

大
会
結
果

順　位 学地区 チーム名
優　勝 麻　機 　東寿会
準優勝 西　奈 　草の実会A

第３位 一番町 　住吉会
麻　機 　麻丘クラブA

大
会
結
果

大
会
結
果

男性の部

集計も大事な
お仕事です

麻機「東寿会」の皆さん、優勝おめでとう！

開 催 日・開 催 日・令和 5 年 6 月 23 日（金）令和 5 年 6 月 23 日（金）
会　　場・静岡市中央体育館会　　場・静岡市中央体育館
参加人数・39 チーム　190 人参加人数・39 チーム　190 人

開 催 日・開 催 日・令和 5 年 5 月 24 日（水）令和 5 年 5 月 24 日（水）
会　　場・松富スポーツ広場会　　場・松富スポーツ広場
参加人数・183 人参加人数・183 人

第10回葵区グラウンド・ゴルフ大会第10回葵区グラウンド・ゴルフ大会
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

活 動 報 告 《 駿 河 区 》活 動 報 告 《 駿 河 区 》

　令和 5 年度駿河区グラウンド・ゴルフ大会が 5 月 26 日（金）
に中島浄化センター多目的広場で行われました。梅雨入り間近で
はありましたが５月の爽やかな風のふくなか、広場には約 200
人の選手が集まり 12 ホール 2ラウンドの熱戦を繰り広げました。
コロナウイルスへの不安は収まりつつありますが対策は継続して
います。参加人数は昨年より増やしましたが、進行を見直して時
間を短縮し午前中に散会できました。成績上位者は秋の市大会に
出場します。（戸塚　享）

　6 月 22 日（木）、午後からの天気が危ぶまれるなか、第 18 回駿河
区輪投げ大会が静岡市中央体育館で、39 チーム 195 名の選手が参加
して開催されました。昨年準決勝で敗退した登呂 1楽友会 Aがダント
ツで優勝。今年も準々決勝に富士見学区の 4チームが残りました。
　「おなか減った」との声。朝早くから昼過ぎまで、選手、役員の皆
様お疲れ様でした。上位 16 チームが 8 月 25 日（金）に行われる市
の大会に出場します。ガンバッテ。（榎本　昭子）

今年も女性の高得点者続出今年も女性の高得点者続出

昨年の雪辱を果たした、登呂1楽友会A昨年の雪辱を果たした、登呂1楽友会A

女性の部

順　位 学　区 チーム名

優　勝 富士見 登呂 1 楽友会 A

準優勝 長田北 第 2 向寿会 B

第３位
富士見 登呂 2 丁目寿会

西豊田 小松会

大会結果大会結果
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順　位 氏　名 学　区 スコア

優　勝 青島　敏雄 西豊田 51

準優勝 大窪　次郎 中　島 51

第３位 鈴木　孝雄 西豊田 53

順　位 氏　名 学　区 スコア

優　勝 大村　房子 大　谷 45

準優勝 中島　洋子 中　島 46

第３位 朝比奈直子 森　下 48

大
会
結
果

大
会
結
果

男性の部



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

活 動 報 告 《 清 水 区 》　活 動 報 告 《 清 水 区 》　

　雨天順延の本大会は、コロナ行動制限の解除後でしたが手指消
毒剤を準備して実施されました。当日は熱中症が懸念される程の
スポーツ日和。開会式では 90 歳以上の選手 7 名が表彰され、会
場全体に驚きと羨望の声があがりました。競技は男女別。6 名 1
組で上位 3 名の勝ち上がり。16 コートに分かれ、1 回戦終了後
に昼休み、午後は 2回戦から決勝戦まで。優勝には 5回の勝ち抜
きが必要です。地区代表の選手だけに熱戦また熱戦、白熱したゲ
ームの連続でした。（水上　康行）

　梅雨明けが待ち遠しい 1日。輪投げ大会はチーム対抗戦で行われま
した。１ゲーム２セット（1 人９本×５人を１セット）、４ゲームを
行い合計得点により順位が決まります。コロナと熱中症対策でアルコ
ール等の消毒剤を用意、館内の換気、選手は適度の水分補給を講じ
ました。21 地区 39 チーム、選手 195 名が参加。地区代表だけにチ
ームワークよく、集中
力高いプレーが展開さ
れました。今年は上位
2 チームが４桁の攻防。
大会結果は表のとおり
です。（水上　康行）

優勝は石原誠さん 溝口広子さん優勝は石原誠さん 溝口広子さん

今年の優勝は不二見Aチーム!!今年の優勝は不二見Aチーム!!

開催日・令和 5 年 5 月 26 日（金）開催日・令和 5 年 5 月 26 日（金）
会　場・清水庵原球場　第２球場会　場・清水庵原球場　第２球場
参加者・参加者・18 地区　選手 173 名（男性 84 名、女性 89 名）18 地区　選手 173 名（男性 84 名、女性 89 名）

開催日・令和 5 年 6 月 27 日（火）開催日・令和 5 年 6 月 27 日（火）
会　場・清水総合運動場体育館会　場・清水総合運動場体育館

第14回 清水区クロッケー大会第14回 清水区クロッケー大会

第8回 清水区輪投げ大会第8回 清水区輪投げ大会

90 歳以上記念メダル授与者

氏　名 地　区 年 齢

宮口美枝子 三　保 90

松井千代子 岡 90

大榎　　勇 両河内 90

望月　裕恵 興　津 90

氏　名 地　区 年 齢

川村　　勇 浜　田 90

中村　節子 駒　越 90

佐藤　光一 袖　師 90

女性の部

不二見Aチーム不二見Aチーム
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順　位 氏　名 地　区

優　勝 石原　　誠 江　尻

準優勝 中村　哲治 不二見

第３位 西ヶ谷安章 高　部

第４位 久保田正己 不二見

第５位 森田　正男 庵　原

第６位 木本　　茂 蒲　原

順　位 氏　名 地　区

優　勝 溝口　広子 岡

準優勝 望月　裕恵 興　津

第３位 天野よしゑ 飯　田

第４位 池上こずゑ 蒲　原

第５位 高橋由美子 高　部

第６位 藤浪きの江 三　保

大
会
結
果

大
会
結
果

男性の部

順　位 地　区 チーム名 スコア
優　勝 不二見 　不二見A 1098
準優勝 由　比 　由比T 1043
第３位 船　越 　南矢部A 915
第 4位 高　部 　天王町桜木会 881
第 5位 岡 　岡シニアA 874
第 6位 由　比 　由比 F 846

大
会
結
果

大
会
結
果



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 葵 区 》ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 葵 区 》

芦
寿
会
の
長
年
の
構
成
紹
介

　

私
が
知
る
限
り
の
令
和
５
年
度

ま
で
の
芦
寿
会
の
構
成
は
、
昭
和

63
年
度
よ
り
約
35
年
の
年
月
を
会

長
役
を
引
き
継
い
で
私
で
10
代
に

な
り
ま
す
。
懇
親
会
や
ス
ポ
ー
ツ

等
、
各
活
動
で
楽
し
か
っ
た
歳
月

を
思
い
出
す
今
日
こ
の
頃
で
す
。

現
会
計
さ
ん
に
年
代
別
の
役
員
、

会
員
の
資
料
を
見
せ
て
も
ら
っ

て
、
会
員
数
は
約
45
名
前
後
で
繋

い
で
今
の
芦
寿
会
が
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
先
輩
の
役
員
さ
ん
、
会

員
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
御
苦
労
様
で

し
た
。

令
和
に
入
っ
て
か
ら
の

活
動
内
容
の
紹
介

　

現
在
の
芦
寿
会
の
会
員
数
は
35

名
で
す
。
80
歳
以
上
が
90
％
の
構

成
な
の
で
、
今
後
が
心
配
で
す
。

後
継
の
若
手
会
員
を
誘
う
こ
と
が

先
決
で
す
。
年
度
変
わ
り
に
１
月

は
新
年
会
、
４
月
は
総
会
を
開
催

し
ま
す
。
開
会
、
国
旗
掲
揚
、
国

歌
斉
唱
、
黙
祷
か
ら
始
め
ま
す
。

閉
会
後
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
輪
投

げ
、
雑
談
等
で
楽
し
み
ま
す
。

屋
外
の
活
動
紹
介

　

会
員
の
人
達
も
そ
れ
ぞ
れ
の
部

署
に
つ
い
て
や
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
花
壇
の
草
取
り
、
花
植
え
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
、
テ
ー
ブ
ル
や

椅
子
作
り
、
テ
ン
ト
の
ま
わ
り
の

石
垣
積
み
等
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
す
。
自
治
会
よ
り
依
頼
の
草

取
り
、
花
植
え
な
ど
も
1
年
に
２

回
位
行
い
ま
す
。
週
３
回
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
も
、
１
ラ
ウ
ン

ド
と
２
ラ
ウ
ン
ド
の
合
間
に
お
茶

を
飲
み
、
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら

座
談
会
を
し
ま
す
。
耳
の
不
自
由

な
人
も
い
ま
す
の
で
、
大
声
で
話

し
合
い
を
す
る
の
で
笑
い
の
多
い

楽
し
い
時
間
で
す
。グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
成
績
結
果
の
話
や
健
康

に
注
意
し
て
い
る
話
な
の
で
盛
り

上
が
り
ま
す
。
お
互
い
に
思
い
や

り
の
心
を
持
っ
て
、
仲
良
く
笑
い

の
多
い
日
々
で
す
。

一
致
団
結
　
芦
寿
会

一
致
団
結
　
芦
寿
会

美
和
学
区

美
和
学
区    

芦
寿
会
　
会
長
　

芦
寿
会
　
会
長
　
洞
口
　
重
一

洞
口
　
重
一

屋外でのスポーツにも屋外でのスポーツにも
挑戦しています挑戦しています
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 駿 河 区 》　ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 駿 河 区 》　
　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
毎
日
を

い
か
に
有
効
に
過
ご
せ
る
か
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
が
そ
の
一
つ
に

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
が
あ
り
ま
す
。

私
は
数
年
前
、
何
も
わ
か
ら
ず
入

会
し
ま
し
た
が
、
歴
史
あ
る
組
織

で
多
数
の
方
々
の
活
動
に
よ
り
運

営
さ
れ
長
寿
社
会
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
私
の
属
す
る
西
脇
第
2
若

葉
会
は
、
男
性
28
名
、
女
性
53
名
、

合
計
81
名
の
会
員
数
で
す
。
中
島

学
区
に
属
し
、
他
5
単
老
と
活
動

を
共
に
し
て
お
り
ま
す
。
西
脇
町

内
に
は
約
1
9
0
0
戸
の
世
帯

が
あ
り
、
若
葉
会
は
学
区
で
の
中

心
的
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
輪
投
げ
、
ペ

タ
ン
ク
の
大

会
に
合
わ
せ
、

東
名
高
架
下

公
園
で
練
習

を
兼
ね
て
会

員
同
士
が
楽

し
く
和
気
あ

い
あ
い
で
活

動
を
続
け
て

お
り
ま
す
。
休
憩
時
間
に
皆
で
持

ち
寄
っ
た
お
菓
子
の
「
も
ぐ
も
ぐ

タ
イ
ム
」
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

　

８
月
に
は
町
内
の
夏
祭
り
に
参

加
し
て
、
売
店
や
盆
踊
り
で
祭
り

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
奉
仕
活
動
と
し
て
神
社

の
掃
除
、
花
壇
の
整
備
で
季
節
ご

と
に
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
で
散
歩

中
の
方
々
よ
り
大
変
喜
ば
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
他
、
下
校
時
の
旗

振
り
、
介
護
施
設
の
垣
根
の
剪
定

等
の
活
動
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

結
果
、
そ
れ
ら
の
活
動
が
自
分

の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
人
と
の

つ
な
が
り
を
持
た
せ
健
康
に
つ
な

が
り
、
健
康
が
心
に
安
心
感
を
持

ち
元
気
に
生
活
で
き
る
こ
と
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

昨
日
は
突
然
の
雷
雨
が
あ
り
激

し
い
雨
音
と
と
も
に
大
粒
の
ヒ
ョ

ウ
が
降
っ
て
き
ま
し
た
。
花
壇
の

ヒ
マ
ワ
リ
今
年
も
咲
い
て
く
れ
る

か
な
!!

健
康
に
過
ご
せ
る
た
め
の
頑
張
り

健
康
に
過
ご
せ
る
た
め
の
頑
張
り

中
島
学
区
　
西
脇
第
２
若
葉
会
　
会
長
　

中
島
学
区
　
西
脇
第
２
若
葉
会
　
会
長
　
神
田
　
武
範

神
田
　
武
範

駿河区の芸能発表会で「安来節」を披露駿河区の芸能発表会で「安来節」を披露
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

ク ラ ブ 活 動 紹 介 《ク ラ ブ 活 動 紹 介 《 清 水清 水 区 》区 》

清
水
地
区
は
６
単
老
で
男
性
49

名
、
女
性
１
１
３
名
、
会
員
数

１
６
２
名
。
80
歳
以
上
が
71
％
で

す
。
清
水
港
・
ド
リ
プ
ラ
・
次
郎

長
通
り
も
私
達
の
地
域
に
な
っ
て

い
ま
す
。
少
人
数
な
の
で
「
地
区

の
集
い
」
も
１
回
で
終
わ
る
や
り

や
す
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
大
会
の

選
手
を
集
め
る
の
に
は
苦
労
し
ま

す
。継

続
し
て
い
る
行
事
と
し
て
は

年
２
回
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
地
区

三
役
新
年
会
。
日
頃
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
生
涯
学
習
交
流
館

「
清
開
き
ら
く
荘
」
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
清
水
小
学
校
の
下
校
時
の
見

守
り
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
コ
ー
チ
、
そ
し

て
「
昔
の
遊
び
」
の
お
手
伝
い
は

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
蔓
延
で
行
事
の
中
止
が
続
く

中
、
会
員
の
方
に
ど
う
し
た
ら
元

気
を
与
え
ら
れ
る
か
会
長
さ
ん
達

と
話
し
合
い
ま
し
た
。
使
わ
せ
て

頂
く
会
場
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
守
り

な
が
ら
1
回
で
も
多
く
皆
が
参
加

で
き
る
行
事
を
行
う
こ
と
に
決

め
、
５
月
に
は
「
は
ー
と
ぴ
あ
清

水
」
で
「
地
区
の
集
い
」
を
開
催
。

久
し
振
り
に
多
く
の
笑
顔
を
見
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。「
き
ら
く

荘
」
を
会
場
に
カ
ラ

オ
ケ
発
表
会
も
３
回

実
施
。
人
数
制
限
が

あ
る
た
め
、
午
前
午

後
と
参
加
者
を
振
り

分
け
、マ
イ
ク
カ
バ
ー

も
毎
回
交
換
、
歌
う

人
も
マ
ス
ク
着
用
と

の
使
用
条
件
の
中
で
、

他
に
も
輪
投
げ
・
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー

ル
も
盛
り
込
み
、
会
員
で
な
い
方

も
一
緒
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し

た
。
勿
論
参
加
費
は
無
料
で
お
茶

付
き
参
加
賞
付
き
で
す
。
コ
ロ
ナ

対
策
と
し
て
交
流
館
広
場
に
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
き
、
輪
投
げ
、

ク
ロ
ッ
ケ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
、
そ
し
て
清
水
地
区
恒
例
の

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
や
っ
た
り
、「
健

康
ま
つ
り
」
と
し
て
交
流
館
の
大

部
屋
を
借
り
て
「
健
康
ミ
ニ
セ
ミ

ナ
ー
」、
太
極
拳
の
演
舞
と
趣
向

を
凝
ら
し
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

し
て
頂
き
ま
し
た
。

社
会
奉
仕
活
動
と
し
て
公
園
や

街
路
樹
、
花
壇
の
草
取
り
や
枝
切

り
等
も
各
単
老
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
地
域
の
人
達
か
ら
信
頼
さ

れ
頼
ら
れ
る
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に

な
っ
て
い
こ
う
と
、
単
老
の
会
長

さ
ん
を
中
心
に
み
ん
な
で
元
気
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

清
水
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　

清
水
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
西
ヶ
谷
光
男

西
ヶ
谷
光
男

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
…
…

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
…
…
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

こんなことしています！こんなことしています！

は
め
字じ

も
ん文

と
イ
ラ
ス
ト
展
を
開
催

清
水
区
　
岡
地
区
　
川
原
町
種
徳
会

　
望
月
喜
久
三

　

今
、
輪
投
げ
に
つ
い
て
書
け

て
う
れ
し
い
。
そ
れ
は
よ
う
や

く
輪
投
げ
の
本
質
が
解
り
、
人

様
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
う
か
ら
だ
。

　

60
歳
代
、
弓
道
で
「
胴※

造
り
」
を
教
わ
り
、
70
、
80

歳
代
輪
投
げ
を
し
た
。
道
具
は
先
輩
手
作
り
の
木
製
だ
。

家
で
一
人
で
習
っ
た
。
安
東
老
連
の
輪
投
げ
チ
ー
ム
が

で
き
試
合
に
も
出
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
に
尊
い
の
は

弓
道
の
胴
造
り
だ
。
輪
投
げ
で
も
共
通
す
る
原
則
的
な

も
の
が
何
故
語
ら
れ
な
い
の
か
不
思
議
だ
。
両
足
を
開

い
て
立
ち
視
線
を
９
に
お
く
、
両
足
は
ゆ
っ
た
り
と
床

を
ふ
む
。
腹
は
静
か
に
落
ち
着
い
て
い
る
。
さ
っ
と
引

き
込
ん
で
投
げ
る
。
パ
ッ
と
９
に
入
る
。
そ
の
姿
美
し

く
腕
も
真
直
ぐ
な
の
だ
。

※　

弓
道
で
的
に
矢
を
射
る
際
に
姿
勢
を
正
し
く
保
つ
こ
と

平
成
５
年
の
「
シ
ミ
ズ

毎
日
」
に
掲
載
さ
れ
た
記

事
に
惹
か
れ
て
「
三
島
は

め
字
文
の
会
」
に
入
会
し

月
１
回
三
島
で
の
例
会

に
通
い
ま
し
た
。

「
は
め
字
文
」
と
は
昭
和
54
年
三
島
の
有
志
に
よ
っ

て
創
ら
れ
全
国
的
に
お
医
者
さ
ん
を
中
心
に
広
が
っ
た

言
葉
の
遊
び
で
す
。
出
題
さ
れ
た
５
文
字
の
言
葉
を
25

の
マ
ス
目
の
中
央
に
ク
ロ
ス
さ
せ
、
空
い
て
い
る
マ
ス

目
に
文
字
を
は
め
て
文
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
パ
ズ
ル
の

よ
う
な
形
式
で
す
が
、
は
め
字
文
を
読
む
と
短
歌
に
近

い
文
に
な
り
ま
す
。
色
紙
に
マ
ス
を
書
き
筆
ペ
ン
で
文

字
を
書
き
入
れ
て
い
た
の
で
「
書
」
の
展
示
会
と
勘
違

い
す
る
方
も
い
ま
し
た
。
私
が
発
案
し
作
品
を
理
解
し

や
す
い
よ
う
に
イ
ラ
ス
ト
を
一
緒
に
添
え
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
５
年
程
前
か
ら「
は
め
字
文
と
イ
ラ
ス
ト
展
」

と
し
て
交
流
館
や
地
元
の
信
用
金
庫
な
ど
で
展
示
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
イ
ラ
ス
ト
も
「
は
め
字
文
」
に

合
わ
せ
て

花
・
景
色
・

動
物
な
ど

色
々
で
観

て
も
楽
し

い
作
品
で

す
。

和
弓
と
輪
投
げ

葵
区
　
安
東
学
区
　
平
成
ク
ラ
ブ

　
松
浦
　
重
誠
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　
「
お
は
よ
う
」
通
学
し
て
き
た

子
供
達
へ
の
朝
一
番
の
挨
拶
。「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
元
気
な
声

が
返
っ
て
き
ま
す
。

　

富
士
見
小
学
校
近
く
の
横
断
歩

道
で
交
通
指
導
員
を
始
め
て
55
年
。

雨
の
日
も
冬
の
寒
い
朝
も
子
供
達

を
見
守
る
山
本
敏
夫
さ
ん
88
歳
を

紹
介
し
ま
す
（
米
寿
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
）。

　

葵
区
新
富

町
で
昭
和
9

年
に
生
ま
れ

育
ち
、
東
京

に
就
職
。
昭

和
44
年
に
現

在
の
登
呂
に

居
住
。
自
営

業
を
し
て
い

た
こ
と
で
朝

と
友
人
か
ら
「
名
前
が
載
っ
て
い

た
ね
」
と
連
絡
が
入
る
こ
と
も
あ

り
、
そ
れ
も
楽
し
み
だ
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
自
治
会
の
行
事
・
Ｓ
型

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
ア
ク
テ
ィ

ブ
に
参
加
。
時
々
大
声
を
出
し
た

り
、
的
外
れ
な
こ
と
を
言
っ
た
り

す
る
け
れ
ど
「
こ
れ
が
な
く
な
っ

た
ら
山
本
さ
ん
ら
し
く
な
い
よ
」

と
周
り
の
人
も
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
車
の
免
許
証
を
返
納
。「
子
供
が

買
っ
て
く
れ
た
」
と
嬉
し
そ
う
に

教
え
て
く
だ
さ
っ
た
ア
シ
ス
ト
自

転
車
に
乗
り
颯
爽
と
ペ
ダ
ル
を
こ

い
で
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
充
実
し

た
毎
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

（
榎
本　

昭
子
）

の
時
間
に
も
余
裕

が
あ
り
、
奥
さ
ん
の

後
押
し
も
あ
っ
て
交

通
指
導
員
に
な
り
ま

し
た
。
ち
ょ
う
ど
長

男
が
小
学
校
に
入
学
、

次
男
も
幼
稚
園
に
入

園
し
た
時
で
し
た
。

　

後
押
し
を
し
て
く
れ
た
奥
さ
ん

が
平
成
18
年
に
亡
く
な
り
落
ち
込

ん
だ
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
周

り
に
励
ま
さ
れ
、
子
供
達
の
元
気

な
笑
顔
も
見
た
く
て
奮
起
し
、
現

在
ま
で
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
で
行
わ
れ
る
マ

ラ
ソ
ン
大
会
等
に
も
指
導
員
と

し
て
応
援
参
加
。
こ
の
間
、
各

方
面
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
令
和
4

年
交
通
安
全
活
動
に
貢
献
し
た

と
し
て
『
静
岡
県
警
察
本
部
長

表
彰
』
を
受
け
ま
し
た
。

　

毎
朝
登
呂
公
園
で
行
わ
れ
て
い

る
「
毎
日
登
呂
ラ
ジ
オ
体
操
」
も

50
年
以
上
続
け
て
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
活
動
の
輪
投

げ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ペ
タ

ン
ク
・
コ
ー
ラ
ス
に
も
積
極
的
に

参
加
。
成
績
上
位
で
新
聞
に
載
る

連載シリーズ － 第34回 －

山本　敏夫さん（88歳）
駿河区　富士見学区
登呂二丁目寿会

静岡の
元気人
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

八
幡
山
は

Ｊ
Ｒ
静
岡
駅

か
ら
東
へ

1
・
5
㎞
ほ

ど
の
と
こ
ろ

に
あ
る
標
高

63
ｍ
の
山
で

す
。
10
分
ほ

ど
で
山
頂
ま

で
登
れ
る
道

が
整
備
さ
れ

て
い
る
の
で
、
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
多
く
の
方
が
気
軽
に
散
歩

し
て
い
ま
す
。

八
幡
山
は
静
岡
平
野
に
浮
か

ぶ
小
島
の
よ
う
に
見
え
る
山
で

す
。
実
際
、
6
0
0
0
年
ほ
ど

前
に
は
谷
津
山
や
有
度
山
と
と
も

に
湾
に
浮
か
ぶ
島
で
し
た
。
そ
れ

が
、
安
倍
川
や
藁
科
川
の
土
砂
堆

積
に
よ
り
現
在
の
静
岡
平
野
が
で

き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
平
野
が
で

き
る
ず
っ
と
前
か
ら
あ
っ
た
八

幡
山
と
静
岡
の
平
野
部
分
と
は
数

１
０
０
万
年
以
上
の
時
間
的
な
隔

た
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
山
全
体
は
硬
い

岩
石
で
で
き
て
い
ま
す
。

山
頂
公
園
か
ら
は
南
ア
ル
プ
ス

や
富
士
山
、
伊
豆
半
島
ま
で
の
眺

望
が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ

に
は
古
代
の
有
力
豪
族
の
も
の
と

予
想
さ
れ
る
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
公
園
の
西
側
一
帯
は
八

幡
山
城
趾
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
城
は
今
川
氏
に
よ
っ
て
造
ら
れ

伊
勢
新
九
郎
（
後
の
北
条
早
雲
）

や
太
田
道
灌
に
も
使
わ
れ
た
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
に
な
っ

て
廃
城
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
も

曲
輪
や
空
堀
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

明
治
22
年
、
静
岡
に
東
海
道
線

が
開
通
し
ま
す
が
、
そ
の
工
事
で
山

の
岩
石
が
使
わ
れ
た
た
め
、
山
が
半

分
く
ら
い
削
ら
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
際
、
落
盤
事
故
に
よ
り

多
く
の
作
業
員
の
命
が
奪
わ
れ
た
と

い
う
記
録
も
あ
り
ま
す
。

春
は
桜
が
き
れ
い
で
す
。
近
く

に
は
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
も
あ

り
ま
す
。
お
買
い
物
つ
い
で
に

ち
ょ
っ
と
散
歩
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。（
戸
塚　

享
）

静岡の旅

八幡山

第27回
旅静

登山口登山口登山口登山口

登山口登山口登山口登山口

山頂公園山頂公園山頂公園山頂公園

八幡山城趾八幡山城趾八幡山城趾八幡山城趾

八幡神社八幡神社八幡神社八幡神社

登山口登山口登山口登山口

山頂からの眺望山頂からの眺望八幡神社八幡神社

八幡山見取り図八幡山見取り図

国土地理院撮影の空中写真国土地理院撮影の空中写真
（2020年撮影）を加工して作成（2020年撮影）を加工して作成

写真撮影：戸塚さん写真撮影：戸塚さん
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

子
ど
も
達
を
め
ぐ
っ
て
の
社
会
問
題
が
、
目
立
っ
て
い
ま
す
。
シ
ニ
ア
ク
ラ

子
ど
も
達
を
め
ぐ
っ
て
の
社
会
問
題
が
、
目
立
っ
て
い
ま
す
。
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
で
は
、
以
前
か
ら
高
齢
者
の
持
つ
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
、
世
代

ブ
で
は
、
以
前
か
ら
高
齢
者
の
持
つ
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
、
世
代

間
交
流
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
今
回
は
次
の
と
お
り
、

間
交
流
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
今
回
は
次
の
と
お
り
、

小
学
生
に
ペ
タ
ン
ク
競
技
に
ふ
れ
合
う
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
催
し
を
２

小
学
生
に
ペ
タ
ン
ク
競
技
に
ふ
れ
合
う
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う
催
し
を
２

つ
の
団
体
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

つ
の
団
体
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
①
折
戸
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
：
三
保
第
２
小
学
校

　
①
折
戸
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
：
三
保
第
２
小
学
校

　
②
飯
田
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
：
飯
田
小
学
校

　
②
飯
田
地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
：
飯
田
小
学
校

子
ど
も
た
ち
は
、
初
め
て
体
験
す
る
ペ
タ
ン
ク
競
技
を
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い

子
ど
も
た
ち
は
、
初
め
て
体
験
す
る
ペ
タ
ン
ク
競
技
を
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

ふ
じ
さ
ん
っ
こ
応
援
隊
モ
デ
ル
事
業

ふ
じ
さ
ん
っ
こ
応
援
隊
モ
デ
ル
事
業

シ
ニ
ア
の
豊
か
な
経
験
を
生
か
し
て
子
育
て
を
応
援

シ
ニ
ア
の
豊
か
な
経
験
を
生
か
し
て
子
育
て
を
応
援

活 動 紹 介 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》　活 動 紹 介 《 シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 市 》　

ルール説明中

上手にできたね！

ボールを持ってみました
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

シニアクラブ静岡市事務局
令和5年11月15日（水）

A から D の順に並べると、
ひとつのことばになります。 A B C D

⒑

c
3

A

B

D

令
和
４
年
９
月
の
台
風
15
号
の
被
災
に
対
し
、

大
阪
府
交
野
市
倉
治
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
か
ら
、
10
万

円
の
義
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
の

青
山
会
長
が
現
役
の
会
社
員
時
代
旧
清
水
市
と
深

く
お
付
合
い
が
あ
り
、
今
回
の
災
害
に
心
を
痛
め

て
い
た
そ
う
で
す
。
小
学
校
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
の
際
、
募
金
を
呼
び
か
け
浄
財
が
集

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
役
員
と
協
議
を
行
い
、

静
岡
市
災
害
対
策
本
部
へ
全
額
納
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
22
日
青
山
会
長
を
静

岡
市
へ
お
招
き
し
、
遠
藤
会
長
か
ら
感
謝
状
を
お

渡
し
し
、
ご
厚
意
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
し
た
。

倉
治
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
か
ら

倉
治
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
か
ら

義
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

義
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

遠藤会長と青山会長遠藤会長と青山会長
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）。
一部のタイプでは他人の物を壊したり、

他人にケガをさせた場合＊1も対象となります。１人1口加入で年齢制限はありません

〒100-0013  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

公益財団法人

②掛金タイプと補償内容【下記◆重要◆と併せてご確認ください】

＊１ 法律上の賠償責任が伴う対人・対物事故が対象です。

＊１ 法律上の賠償責任が伴う老人クラブ活動中の対人・対物事故が対象です。往復途上は対象外。

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単
位老人クラブです。

◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続
きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
〈資料請求受付期間〉

2023年10月始期
2024年  4月始期版

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から17：00まで

【 傷 害 保 険 】4月始期⇒ 1/4から2月末頃まで、10月始期⇒ 7/1から8月末頃まで
【賠償責任保険】随時受付中

（複数口加入はできません）。

傷 害 保 険〈掛金・補償内容〉

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償いきいき活動を
支える

他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。自分のケガは対象になりません。
賠償責任保険

① 対　象：
③ 掛　金：

② 保険期間：
④ 補　　償：

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）
1人年額100円（最低引受保険料3,000円）

毎年10月から1年間（中途加入可）
支払限度額1億円

〈掛金・補償内容〉老人クラブ

老人クラブ

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・
総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説
明書」をよくお読みください。詳細は、ご契約者である団体の
代表者にお渡ししてあります保険約款によりますが、ご不明な
点は、代理店までお問い合わせください。

2023年3月作成　22TC-102744

①保険始期月
　および保険期間 10月

  4月
2023年
2024年

2023年
2024年

10月1日午後4時から1年間
  4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
2023年7月15日～9月15日まで
2024年1月15日～3月15日まで

保険始期月 保険期間

（１）「所属する単位クラブが予め計画・実施する活動」および
（２）「市区町村（地区・校区）から全国までの各連合会が主催

する活動イベント」ならびに
（３）「老人クラブ関係者として他団体の活動」への参加・往復

途上を含みます。
（４）事故証明者：単位クラブ関係者、参加した主催老連関係者

④（注1）往復途上とは、自宅(マンション、アパートなどの集合住宅は専用部、戸建ては敷地を含む)を出てから、クラブ活動場所までの通常経路を指します。
⑤（注2）すでに支払った後遺障害保険金がある場合の死亡保険金は、すでに支払った金額を控除した残額となります。
⑥（注3）後遺障害の程度に応じて、後遺障害保険金の４％～１0０％が支払われます。
⑦（注4）手術保険金として、入院中は入院保険金日額の10倍、外来（入院中以外）は5倍がお支払対象となります。傷の処置や抜歯等お支払いの対象外の手術があります。
⑧（注5）地震・噴火・津波危険補償、熱中症危険補償はクラブ活動中・活動以外を問わず24時間対象ですが、補償額はあ死亡保険金、う入院保険金日額、え通院保険金日額の

下段（ ）内の補償額（活動中以外の補償額）となります。
⑨（注6）1事故について1億円を限度に保険金をお支払いします。自動車等を運転中に生じた事故については対象外となります。

◆重要◆

③【クラブ活動中とは】

タイプ

補償内容

対象となる保険金

対象となる保険金

（保険金額）

クラブ活動中(往復途上（注1）を含む)・クラブ活動中以外を問わず
日常生活全般（24時間）のケガを補償します。 クラブ活動中(往復途上（注1）を含む)の

ケガを補償します。

掛  金

【補償額】上段：活動中のケガの補償額　下段：（活動中以外のケガの補償額）

24時間型補償充実 活  動  型

8,000円／年 5,000円／年 3,500円／年 1,000円／年 500円／年12,000円／年

（注3）

（注2）

（注4）

死亡保険金

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

（事故から180日以内）

（事故から180日以内）

（事故から180日以内、30日限度）

（事故から180日以内、30日限度）

（注6）（自転車事故も含む）
個人賠償責任補償

（注5）
地震・噴火・津波
 危険補償

熱中症危険補償 （注5）

432万円
（262万円）
170万円
（ー）
6,600円
（2,600円）
4,100円
（1,500円）

277万円
（192万円）
85万円
（ー）
3,700円
（1,700円）
2,200円
（900円）

270万円
（185万円）
85万円
（ー）
3,600円
（1,600円）
2,100円
（800円）

185万円
（140万円）
45万円
（ー）
2,200円
（1,200円）
1,250円
（600円）

85万円

85万円

2,000円

1,300円

45万円

45万円

1,000円

650円

1億円限度

あいうえ

あいうえ

あ

い

う

え

（17）第 37 号 市 老 連 だ よ り 令和 5 年 7 月発行



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

清
水
区
　
清
水
地
区
　
八
千
代
町
長
寿
会
　

清
水
区
　
清
水
地
区
　
八
千
代
町
長
寿
会
　
西
ヶ
谷
光
男

西
ヶ
谷
光
男

欄
干
に
立
つ
吾
を
見
て
鳩
が
寄
る

欄
干
に
立
つ
吾
を
見
て
鳩
が
寄
る

清
水
区
　
有
度
地
区
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
長
崎
南
町

清
水
区
　
有
度
地
区
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
長
崎
南
町
　　
山
口
　
勝
己

山
口
　
勝
己

車
座
は
い
つ
も
の
仲
間
花
見
か
な

車
座
は
い
つ
も
の
仲
間
花
見
か
な

清
水
区
　
辻
地
区
　

清
水
区
　
辻
地
区
　
辻
六
区
長
寿
会
　
平
岡
美
恵
子

雪
富
士
は
照
ら
す
視
界
に
映
え
る
空

雪
富
士
は
照
ら
す
視
界
に
映
え
る
空

葵
区
　
駒
形
学
区
　
駒
形
あ
お
い
会

葵
区
　
駒
形
学
区
　
駒
形
あ
お
い
会
　
西
澤
　
久
義

　
西
澤
　
久
義

早
乙
女
の
裾
を
ゆ
ら
す
か
梅
雨
晴
れ
間

早
乙
女
の
裾
を
ゆ
ら
す
か
梅
雨
晴
れ
間

葵
区
　
駒
形
学
区
　
駒
形
あ
お
い
会

葵
区
　
駒
形
学
区
　
駒
形
あ
お
い
会
　
寺
尾
　
か
よ

　
寺
尾
　
か
よ

衣
替
え
昔
の
事
を
思
い
出
す

衣
替
え
昔
の
事
を
思
い
出
す

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
土
田
　
彰
顕

　
土
田
　
彰
顕

も
え
ぎ
色
か
が
や
く
手
も
と
新
茶
摘
み

も
え
ぎ
色
か
が
や
く
手
も
と
新
茶
摘
み

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
工
島
　
理
廣

　
工
島
　
理
廣

鮎
釣
り
を
夢
に
ま
で
み
た
解
禁
日

鮎
釣
り
を
夢
に
ま
で
み
た
解
禁
日

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
前
田
か
ね
子

　
前
田
か
ね
子

弁
当
を
広
げ
る
シ
ニ
ア
に
花
吹
雪

弁
当
を
広
げ
る
シ
ニ
ア
に
花
吹
雪

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
井
芹
　
稔
裕

　
井
芹
　
稔
裕

夕
暮
れ
に
頭
を
垂
れ
る
稲
穂
か
な

夕
暮
れ
に
頭
を
垂
れ
る
稲
穂
か
な

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
鈴
木
富
美
子

　
鈴
木
富
美
子

囀囀さ
え
ず

さ
え
ずり
や
見
あ
げ
た
空
に
初
燕

り
や
見
あ
げ
た
空
に
初
燕

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
川
井
　
玲
子

　
川
井
　
玲
子

病
み
上
が
り
昼
飯
に
旨
し

病
み
上
が
り
昼
飯
に
旨
し
干干ほ

し
が
れ
い

ほ
し
が
れ
い鰈鰈

俳

句

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
川
井
　
　
曻

川
井
　
　
曻

幸
福
を
招
く
燕
や
老
い
の
家

幸
福
を
招
く
燕
や
老
い
の
家

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
水
野
　
敏
男

　
水
野
　
敏
男

旨
い
も
の
お
召
し
ま
す
旬
の
も
の

旨
い
も
の
お
召
し
ま
す
旬
の
も
の

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
鈴
木
　
行
雄

　
鈴
木
　
行
雄

揺
れ
動
く
君
へ
の
恋
の
あ
け
び
花

揺
れ
動
く
君
へ
の
恋
の
あ
け
び
花

葵
区
　
一
番
町
地
区
　
住
吉
会
　

葵
区
　
一
番
町
地
区
　
住
吉
会
　
遠
藤
　
昭
二

遠
藤
　
昭
二

長
寿
な
ほ
願
ひ
て
土
用
鰻
か
な

長
寿
な
ほ
願
ひ
て
土
用
鰻
か
な

葵
区
　
安
東
地
区
　
寿
会
　

葵
区
　
安
東
地
区
　
寿
会
　
滝
浪
　
信
恵

滝
浪
　
信
恵

蕺蕺ど
く
だ
み

ど
く
だ
み草草
を
軒
に
陰
干
し
祖
母
想
ふ

を
軒
に
陰
干
し
祖
母
想
ふ

葵
区
　
安
東
地
区
　
寿
会
　

葵
区
　
安
東
地
区
　
寿
会
　
三
浦
　
す
ゑ
（
白
寿
）

三
浦
　
す
ゑ
（
白
寿
）

時
の
た
つ
事
も
知
ら
ず
に
昼
寝
覚

時
の
た
つ
事
も
知
ら
ず
に
昼
寝
覚

葵
区
　
安
東
地
区
　
寿
会
　

葵
区
　
安
東
地
区
　
寿
会
　
瀬
本
　
玉
子

瀬
本
　
玉
子

緑
陰
に
わ
っ
ぱ
弁
当
平
ら
げ
る

緑
陰
に
わ
っ
ぱ
弁
当
平
ら
げ
る

葵
区
　
安
東
地
区
　
し
の
の
め
ク
ラ
ブ
　

葵
区
　
安
東
地
区
　
し
の
の
め
ク
ラ
ブ
　
朝
倉
　
司
朗

朝
倉
　
司
朗

あ
し
た
へ
と
心
と
き
め
く
衣
更
え

あ
し
た
へ
と
心
と
き
め
く
衣
更
え

葵
区
　
安
東
地
区
　
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　

葵
区
　
安
東
地
区
　
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　
飯
田
　
正
弘

飯
田
　
正
弘

眼
を
細
む
孤
高
の
月
や
あ
さ
ぼ
ら
け

眼
を
細
む
孤
高
の
月
や
あ
さ
ぼ
ら
け

葵
区
　
安
東
地
区
　
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　

葵
区
　
安
東
地
区
　
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
　
倉
戸
　
照
夫

倉
戸
　
照
夫

夕
風
や
亡
母
横
切
る
青
田
道

夕
風
や
亡
母
横
切
る
青
田
道

葵
区
　
安
東
地
区
　
さ
つ
き
会
　

葵
区
　
安
東
地
区
　
さ
つ
き
会
　
杉
山
　
篤
男

杉
山
　
篤
男

ビ
ル
谷
間
溺
れ
瀕
死
の
鯉
の
ぼ
り

ビ
ル
谷
間
溺
れ
瀕
死
の
鯉
の
ぼ
り  

葵
区
　
安
東
地
区
　
平
成
ク
ラ
ブ

葵
区
　
安
東
地
区
　
平
成
ク
ラ
ブ
　
鈴
木
　
健
仁

　
鈴
木
　
健
仁

さ
み
ど
り
の
葉
に
紛
れ
た
る
実
梅
か
な

さ
み
ど
り
の
葉
に
紛
れ
た
る
実
梅
か
な

会
員
文
芸

会
員
文
芸

第 37 号（18）市 老 連 だ よ り令和 5 年 7 月発行



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

川

柳

◎短歌・俳句・川柳を寄稿ください。
　※なお多くの方々の作品を掲載したいため
　　１人各１点でお願いします。
◎楷書で正確にご記入下さい。
◎原稿には本文の前に題名・学地区・クラブ名・
筆者・電話番号も必ずご記入ください。

◎原稿の採否・一部削除などは広報専門委員会
にお任せ願います。

◎原稿はお返しいたしませんので、あらかじめコ
ピーをとっておいてください。

◎「この記事が良かった」「こんな記事が読み
たい（特集を組んでほしい）」など、ご意見、
ご要望お待ちしています。（紙面上にて適宜
ご紹介させていただきます）

〒 420-0854
静岡市葵区城内町 1 番 1 号　静岡市中央福祉センター 3 階

シニアクラブ静岡市事務局

原 稿 募 集
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誘
わ
れ
て

　
　
蜂
も
人
も
踊
り
だ
す

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
岩
田
　
幸
子

　
岩
田
　
幸
子

朝
夕
に
跳
ね
る
小
魚
き
ら
き
ら
と

朝
夕
に
跳
ね
る
小
魚
き
ら
き
ら
と

　
　
春
の
訪
れ
ビ
オ
ト
ー
プ

　
　
春
の
訪
れ
ビ
オ
ト
ー
プ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　　
宇
佐
美
千
代
子

宇
佐
美
千
代
子

咲
き
ほ
こ
る
千
日
草
に
あ
り
が
と
う

咲
き
ほ
こ
る
千
日
草
に
あ
り
が
と
う

　
　
守
り
し
我
ら
も
笑
顔
満
載

　
　
守
り
し
我
ら
も
笑
顔
満
載

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区
　
美
和
学
区
　
足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ
　
土
田
　
彰
顕

　
土
田
　
彰
顕

杖
つ
き
て
の
ろ
の
ろ
歩
み
い
る
わ
れ
に

杖
つ
き
て
の
ろ
の
ろ
歩
み
い
る
わ
れ
に

　
　
一
緒
に
歩
ま

　
　
一
緒
に
歩
ま
む
友
む
友
の
現
は
る

の
現
は
る
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

編
集
後
記

編
集
後
記

◎
戸
塚
　
　
享
（
駿
河
区
　
東
豊
田
）

○
西
ヶ
谷
光
男
（
清
水
区
　
清
　
水
）

　
松
原
　
三
郎
（
葵
　
区
　
美
　
和
）

杉
浦
　
俊
男
（
葵
　
区
　
安
　
東
）

　
榎
本
　
昭
子
（
駿
河
区
　
富
士
見
）

　
水
上
　
康
行
（
清
水
区
　
高
　
部
）

◎
は
委
員
長
　
○
は
副
委
員
長

　

蝉
の
声
も
ひ
と
き
わ
高
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。「
市
老
連
だ
よ
り
」
第
37
号
を
お
届
け
し

ま
す
。
こ
の
た
び
編
集
委
員
２
名
の
入
れ
替
わ

り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
員
で
協
力
し
合
い
な

が
ら
編
集
内
容
の
検
討
・
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
愛
読
し
て
い
た
だ
け
る
内
容
と

な
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
３

年
半
が
経
過
、
出
口
が
み
え
て
き
ま
し
た
。
漸

く
コ
ロ
ナ
前
の
活
動
が
で
き
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
中
で
も
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
基
本
的
事

業
で
あ
る
「
集
い
」
の
再
開
で
す
。
会
員
相
互

の
親
睦
・
交
流
が
更
に
図
れ
る
も
の
と
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
年
々
会
員
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
の
第
37
号
が
会
員
増
強
等
へ
の
取

り
組
み
『
１
ク
ラ
ブ
１
人
増
や
そ
う
』
の
一
助

に
な
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
水
上　

康
行
）

放映中の大河ドラマ主人公、徳川家康が生まれた岡崎市を訪ねます。
紅葉の岡崎公園をウォーキングの基点とし健康長寿の秘訣八丁味噌の
ふるさと八丁・味噌蔵地区へも立ち寄り可能です(マップご用意)。

放映中の大河ドラマ主人公、徳川家康が生まれた岡崎市を訪ねます。
紅葉の岡崎公園をウォーキングの基点とし健康長寿の秘訣八丁味噌の
ふるさと八丁・味噌蔵地区へも立ち寄り可能です(マップご用意)。

  清水駅7:30頃・静岡駅8:00頃発＝（貸切バスにて・途中休憩あり）＝
 ＝10:10 岡崎公園ウォーキング（岡崎城入場券付き）12:20＝

～八丁・味噌蔵地区(片道約870ｍ）へもお出かけ可能～
 ＝12:50蒲郡オレンジパーク　昼食13:40＝
 ＝13:50ガン封じ寺　14:50＝＝＝
 ＝（途中休憩あり）＝17:00頃静岡駅・17:15頃清水駅
 　　　 ※申込ご人数により行程順序が変更になる可能性があります。

大河ドラマ放映中！　徳川家康公の生まれた町　『岡崎市』

第７回シニアクラブ静岡市

交流ウォーキング開催！
第７回シニアクラブ静岡市

交流ウォーキング開催！
2023年11月24日（金）2023年11月24日（金）

近日募集予定
お楽しみに

写真提供：岡崎市

岡崎城の
入場券付き

TEL 054-283-5424
〒422-8067 
静岡市駿河区南町 10-6 村上駅南ビル 7階

第 37 号（20）市 老 連 だ よ り令和 5 年 7 月発行

◇
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　「
市
老
連
だ
よ
り 

」
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協
賛

頂
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
紙
は
会
員
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
、
生
き
が
い
の

向
上
、
会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
を
願
っ
て
発
行
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。


